
地 震 に 関 す る セ ミ ナ ー 

－ 南 海 地 震 に よ る 被 害 の 軽 減 に 向 け て － 

講 演 資 料 
 

 

◆開催日  平成１９年２月１８日（日） 

  

 

◆会 場  宇和島市総合福祉センター ４階ホール 

 

 

◆主 催  文部科学省、愛媛県、宇和島市 

 

 

 
12:30 開 場 
 
   
13:00～13:10 開会の挨拶 
 
  
13:10～13:55 説 明「全国を概観した地震動予測地図について」  
 
            文部科学省研究開発局地震・防災研究課 
 
         説 明「公立学校施設の耐震化 －あなたの街の学校は大丈夫？－」 
 
            文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課 
 
 
13:55～14:05 休 憩 
 
 
14:05～15:05 講 演「南海地震に備えた被害軽減」 
 
            講師：河田 惠昭  京都大学防災研究所長・教授 
                      人と防災未来センター センター長 
 
 
15:05～15:15 質疑応答 
 
 
15:15～15:35 休 憩 
 
   
15:35～16:35 防災落語「天使の産声」 
          講  演「たっぷり笑ってしっかり共助」 
 
            講師：三遊亭 京楽師匠 落語家（三遊亭円楽一門真打）  
 
            
16:35 閉 会 



講 師 紹 介 
 
河 田 惠 昭（かわた よしあき） 
 
京都大学防災研究所 所長・巨大災害研究センター 教授 
京都大学大学院情報学研究科 社会情報学専攻 教授 を兼担 
関西大学 非常勤講師 
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター センター長(兼務) 
21 世紀 COE 拠点プログラム（災害学理の究明と防災学の構築）リーダー 
大都市大震災軽減化特別プロジェクト（文部科学省）Ⅲ－３研究代表者 
 
生年月日 昭和 21 年３月４日 (大阪市生まれ） 
学  位 京都大学工学博士 
専門分野 巨大災害，都市災害，総合減災システム，河川・海岸災害， 

自然災害論 
担当講義 危機管理特論（情報学研究科修士・博士課程） 

地球防災工学（工学部地球工学科・４回生） 
連 絡 先 〒611-0011 京都府宇治市五ヶ庄 京都大学防災研究所巨大災害研究センター 

TEL：0774-38-4275 FAX：0774-31-8294 
略  歴 

1969年 3月 京都大学工学部土木工学科卒業 
1971年 3月 京都大学大学院工学研究科修士課程土木工学専攻修了 
1974年 3月 京都大学大学院工学研究科博士課程土木工学専攻修了 
1974年 4月 京都大学防災研究所助手 
1976年11月 助教授に昇任 
1981年10月～1982年10月 米国ワシントン大学客員研究員 
1992年 8月～11月 フルブライト上級研究員（米国プリンストン大学） 
1993年 4月 教授に昇任（地域防災システム研究センター） 
1996年 5月 センター長（巨大災害研究センター） 
2002年 4月 人と防災未来センター センター長（兼務） 
2005年 4月 京都大学防災研究所長 

受  賞 
1991年10月 3日 日本自然災害学会学術賞 
1992年 5月28日 土木学会論文賞 
2002年 5月15日 兵庫県防災功労者表彰 
2006年 9月 8日 防災功労者防災担当大臣表彰 

主たる著書・論文 
・防災学ハンドブック（共著）朝倉書店 ・自然災害の危機管理 ぎょうせい 
・リスク学辞典（共著）TBS ブリタニカ ・海岸施設設計便覧（共著）土木学会 
・水循環と流域環境（編著）岩波書店 ・大震災以後（共著）岩波書店 
・土木工学ハンドブック（共著）土木学会 ・海底地盤（共著）地盤工学会 
・地球温暖化の沿岸影響（共著）土木学会 ・都市大災害 近未来社 
・地域防災計画の実務（共著）鹿島出版会 
・12 歳からの被災者学－阪神・淡路大震災に学ぶ 78 の知恵（共著）日本放送出版協会 
・必携 地震対策完全マニュアル（編著）PHP 研究所 
・スーパー都市災害から生き残る 新潮社 ・関連論文 約 300 編 

学会活動 
・日本自然災害学会（元会長）・理事・評議員 
・日本災害情報学会（前副会長）・理事 
・国際災害学会（Natural Hazard Society）元副会長 
・土木学会 地震工学委員 
・日本学術会議自然災害工学専門委員会（前委員長） 
・東海・東南海・南海地震津波研究会 会長 
・NPO 法人 大規模災害対策研究機構 理事長 
・京都大学教育研究評議会 評議員 
・京都大学経営協議会 委員 

海外での学術調査 発展途上国の突発災害調査を中心に約 60 カ国を訪問 
委員会活動 

学術審議会委員（文部科学省），経営審議会委員（関西大学） 
中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」｢東海地震に関する専門調査会｣｢東南海，南
海地震等に関する専門調査会｣｢今後の地震対策のあり方に関する専門調査会｣「首都直下地震対策
専門調査会」等の委員 
ほかに，国土交通省，文部科学省，内閣府，消防庁，気象庁，愛知県，三重県，兵庫県，大阪府，
奈良県，和歌山県，高知県，新潟県，大阪市，神戸市，宇治市，名古屋市，長岡市，富山市など 



三 遊 亭  京 楽（さんゆうてい きょうらく） 
 

１９６４年 1 月 11 日 横浜市で生まれる 

（昭和 39 年） 

１９８６年 京都学園大学経済学部卒業 

（昭和 61 年） 

１９８８年 三遊亭円楽に入門 

（昭和 63 年）                          

１９９０年 二つ目に昇進 

（平成 2 年） 

１９９２年 真打ちにスピード昇進    

（平成 4 年）       （本名：加藤孝之） 

１９９８年 ニューヨークにて独演会。以降毎年ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾎﾞｽﾄﾝ・ﾛｻﾝｾﾞﾙｽにて公演 

（平成 10 年） 

２００２年 日本赤十字社に功績が認められ高円宮妃殿下より「金色有功章」を授与 

（平成 14 年） 

２００６年 都立浅草高校にて古典落語の授業を持ち、講師を勤める。 

（平成 18 年） 

 

古典落語爆笑ネタ 200 席の他、噺の中に三味線やお囃子が入る音曲噺「愛宕山」「たち切れ」 

また、楽しいながらも涙をさそう人情噺「芝浜」「薮入り」「子別れ」「浜野矩随」を得意とする。 

 ●三遊亭京楽独演会「末広園」（横浜市神奈川区六角橋）にて毎月最終木曜日実施中 

            ※1990 年より毎月実施、豪華ゲストや新ネタ披露など盛りだくさん 

 

 

■防災落語・・大地の震え三部作「天使の産声」「ガレキの婚礼」「ゴキブリの子守歌」 

阪神淡路大震災をテーマにした作品。命の尊さ、家族の絆を描き全国各地で好評口

演中。東京消防庁より表彰状・銀楯多数授与。 

■福祉落語・・「ﾎﾜｲﾄｽﾃｯｷのこおろぎ」「桜の下の車イス」「車いすおばあちゃんのﾊﾟｿｺﾝ」 

人権落語とも言われる福祉をテーマにした作品。ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟを持つ者が公平に暮ら

せる事を願う内容。 

■環境ミュージカル落語・・「カラスのグリーン」「シマミミズラッパーの恋」 

歌や音楽を取り入れ、自然保護・エネルギー問題などを楽しく学べ

る作品。子供達の未来の為に今、何が出来るのかを一緒に考えまし

ょう。 

■日本語・英語字幕落語・・「芝浜」「子別れ」「桃太郎」「狸の鯉」「転失気」他 

聴覚障害者への日本語字幕落語。海外で行われている英語字幕落語。 

英語字幕落語はハーバード大学より招聘されての公演や全米各地の

日系人会主催のイベントで大好評。 

 

 

特  技：水墨画、寄席文字 ※水墨画は年数回、各地で個展を開く。 

資  格：応急手当普及員、上級救命技能員、東京消防庁災害時支援ボランティア員 

趣  味：動物園めぐり 

好  物：温かいもの（鍋物、うどん、ラーメン） 苦手なもの：冷たい物、アルコール類 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://kyorakusan.com/ 

  
 

京
楽
が
創
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作
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全国を概観した地震動予測地図について 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省研究開発局地震・防災研究課 
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公立学校施設の耐震化 

― あなたの街の学校は大丈夫？ － 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課 



発生年月日 （曜日） 時刻【注1】 地震名【注1】 死者 （負傷者【注３】）
1946年12月21日 （土） 04:19  M:8.0    南海道地震 1,330名
1948年06月28日 （月） 17:13 M:7.1    福井地震 3,769
1964年06月16日 （火） 13:01    M:7.5    新潟地震 26
1968年05月16日 （木） 09:48    M:7.9    十勝沖地震 49
1978年01月14日 （土） 12:24 M:7.0    伊豆大島近海の地震 25
1978年06月12日 （月） 17:14 M:7.4    宮城県沖地震 27 
1983年05月26日 （木） 11:59    M:7.7    日本海中部地震 104   【注２】
1993年07月12日 （月） 22:17 M:7.8    北海道南西沖地震 201
1995年01月17日 （火） 05:46 M:7.3    兵庫県南部地震 6,433
1997年03月26日 （火） 17:31 M:6.6    鹿児島県薩摩地方地震 0       （37）
2000年10月06日 （金） 13:30    M:7.3    鳥取県西部地震 0 （182）
2001年03月24日 （土） 05:41 M:6.7    芸予地震 2     （288）
2003年05月26日 （月） 18:24 M:7.1    宮城県沖地震 0     （174）
2003年07月26日 （土） 00:13 M:6.4    宮城県北部地震 0     （677）
2003年09月26日 （金） 04:50 M:8.0    十勝沖地震 2    （849）
2004年10月23日 （土） 17:56 M:6.8    新潟県中越地震 40  （4,574）
2005年03月20日 （日） 10:53    M:7.0    福岡県西方沖地震 1     （764）

【注1】 青字は授業時間外
【注2】 内、津波による死者100人 （遠足中の合川南小児童 49名中13名が犠牲）
【注3】 1995年以前の地震については負傷者数を省略



防災拠点に指定されている公共施設の
約６割が学校施設

防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況調査報告書防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況調査報告書 平成平成１７１７年４月１日現在年４月１日現在

62.8%3.8%

13.8%

8.9%

2.4%

1.6% 学校施設

社会福祉施設

庁舎

公民館等

社会体育館

診療施設

警察本部等

消防本部等

公営住宅等

職員公舎

その他



他の公共施設に比べ耐震化が遅れている学校施設

公共施設等の耐震改修進捗状況公共施設等の耐震改修進捗状況 【市町村分】（抜粋）

防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況調査報告書より防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況調査報告書より 平成１平成１77年４月１日現在年４月１日現在

2,867 1,448

3,525 2,395

15,202 10,346

13,229 9,751

70,238 62,275

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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学校施設

耐震化済 未耐震化



平成18(2006)年4月1日現在

耐震性あり
71,681棟
（54.7％）

昭和57(1982)年以降建物
47,912棟（36.6％）

全体棟数
130,976棟

昭和56(1981)年
以前の建物

83,064棟（63.4％）

平成18(2006)年度公立学校施設の耐震改修状況調査による
耐震化の状況（小中学校）

耐震性がない建物で
未改修のもの

32,590棟（24.9％）

耐震診断未実施建物
26,705棟（20.4％）

耐震性がある建物
（改修済みを含む）
23,769棟（18.1％）

耐震性なし
未診断
59,295棟（45.3％）

耐震診断済 56,359棟 （67.9%)

※
 56,359棟(耐震診断実施棟数)
 83,064棟(昭和５６年以前)

　67.9%=
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全国平均
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全国平均
２８．６％

　公立学校施設の耐震改修状況（小中学校）
平成18(2006)年4月1日現在

耐 震 診 断
実 施 率

順 位
昭 和 5 6 年 以 前

の 耐 震 化 率

愛 媛 県 と 全 国 の 耐 震 化 の 状 況

都 道 府 県

平 成 1 8 年 4 月 1 日 現 在

2 8 . 6 % 5 4 . 7 %全 国

愛 媛 県 9 0 . 4 %

6 7 . 9 %

6 1 5 . 5 % 2 6 5 1 . 2 %

順 位
全 体 の 耐 震 化

率 ( 昭 和 5 7 年
以 降 も 含 む )

順 位

2 6



A B C D=C/A E F=E/C G H I=（E+G+H)/C J K=（B+J）/A L=J/C

松山市 440 219 221 50.2% 221 100.0% 1 0 0 100.0% 67 65.0% 5 30.3%

今治市 225 89 136 60.4% 130 95.6% 14 0 6 100.0% 27 51.6% 7 19.9%

宇和島市 143 64 79 55.2% 48 60.8% 18 31 0 100.0% 3 46.9% 14 3.8%

八幡浜市 59 19 40 67.8% 40 100.0% 1 0 0 100.0% 10 49.2% 12 25.0%

新居浜市 108 29 79 73.1% 79 100.0% 1 0 0 100.0% 3 29.6% 18 3.8%

西条市 119 51 68 57.1% 68 100.0% 1 0 0 100.0% 6 47.9% 13 8.8%

大洲市 101 46 55 54.5% 55 100.0% 1 0 0 100.0% 4 49.5% 11 7.3%

伊予市 39 25 14 35.9% 12 85.7% 17 1 1 100.0% 3 71.8% 2 21.4%

四国中央市 136 37 99 72.8% 85 85.9% 16 0 14 100.0% 3 29.4% 19 3.0%

西予市 90 38 52 57.8% 51 98.1% 13 0 1 100.0% 4 46.7% 15 7.7%

東温市 47 14 33 70.2% 33 100.0% 1 0 0 100.0% 7 44.7% 16 21.2%

上島町 18 9 9 50.0% 9 100.0% 1 0 0 100.0% 0 50.0% 8 0.0%

久万高原町 17 8 9 52.9% 2 22.2% 19 2 5 100.0% 2 58.8% 6 22.2%

松前町 24 7 17 70.8% 17 100.0% 1 0 0 100.0% 0 29.2% 21 0.0%

砥部町 27 7 20 74.1% 20 100.0% 1 0 0 100.0% 12 70.4% 3 60.0%

内子町 51 13 38 74.5% 3 7.9% 20 30 5 100.0% 2 29.4% 19 5.3%

伊方町 29 19 10 34.5% 9 90.0% 15 1 0 100.0% 0 65.5% 4 0.0%

松野町 12 5 7 58.3% 7 100.0% 1 0 0 100.0% 1 50.0% 8 14.3%

鬼北町 22 7 15 68.2% 15 100.0% 1 0 0 100.0% 0 31.8% 17 0.0%

愛南町 63 42 21 33.3% 21 100.0% 1 0 0 100.0% 5 74.6% 1 23.8%

篠山小中組合 2 1 1 50.0% 0 0.0% 21 0 1 100.0% 0 50.0% 8 0.0%

合計 1,772 749 1,023 57.7% 925 90.4% 65 33 100.0% 159 51.2% 15.5%

※１　「耐震診断Ｈ１８年実施予定」は、設置者において財政部局等の関係部局と調整のうえ、耐震診断を平成１８年中に必ず実施できるものとしている。
※２　「統廃合・改築の計画」は、統廃合・廃校・改築の計画が決定しているものとしている。
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実施予定

「Ｈ１８年中実施予定」及
び「統廃合・改築の計

画」を耐震診断実施済と
見なした場合

平成18(2006)年4月1日現在

各都道府県
内における
耐震化率

順位

公立学校施設の耐震改修状況調査結果について（設置者別：愛媛県）

全国平均

設置者名
S５７年以降全棟数

耐震診断実施率

67.9% 54.7%
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建物に係る
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の計画
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耐震診断

実施率順位

小中学校
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京都大学防災研究所長・教授 

人と防災未来センター センター長 
 

河 田  惠 昭 



•

•

•
5,000

74000 2200

3000

/

• 2,987
• 642
• 45,905
• 383,950

76,493
210,958

• 178/905
• 31/90
• 2,150/11,084
• 21,132/90.258

4,019/26,877
8,686/66,591



• 3 5

• 6 30

•
4

ATM

• 50

3

•

•

•

1616,17,17



Start

Goal

04.7.1304.7.13

04.9.2804.9.28
04.7.3104.7.31



•
•

•

•

•



(1) 6

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(2)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

1

2

3

4

5

6

1

2

3

I

4
3

6

1



M8.4

M8.1
M8.0

8.7

50%
60 70% 87%

M8.7

M9.0

8.8 - 9.2

7.9

7 7

8.5

240

1300km

1941

1881

1847
7.5

1861

1

2

3 4



6 2007 3



•

•

•

• 1400 850
60%

•

•

4,300

1,900

1,500
1,500

5,000



16
2

67 51
4

44 66%

2.8
11.2

(1 2 )

5.7%
2.7%

5.7%
1.2%

84.6%

85



1

• 1

• 2
• 6

•

•
•

•

•
•

•
•
•
•
•

2

•
•

10km
•

20m 50m
•

•
•



 

 

 

 

 

天 使 の 産 声 
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落語家（三遊亭円楽一門真打） 

三遊亭 京楽師匠 



－三遊亭京楽－ 

防 災 落 語 

「大地の震え 」 三部作 

 

「天使の産声」 

東灘の産婦人科医院が舞台。阪神大震災当日、電気・水が無いばかりか、医療

にかかわるすべての物資が不足する中、妊婦が急患で運び込まれる。真っ暗闇

の中明かりは３本の懐中電灯のみ、手術を行うと決意する医師。赤ちゃんは無

事生まれるのだろうか。 

 

「ガレキの婚礼」 

平成７年１月１７日、故郷大阪での大震災発生を知りバイクに飛び乗り現地へ

向かう久夫。そこで目にしたのは絶望的な震災のあと。自宅も婚約者和美の実

家も倒壊し、ケガをした和美の祖母が病院に運ばれ危険な状態、久夫は祖母の

ためにも結婚式を挙げようと言い出す。 

 

「ゴキブリの子守唄」 

ゴキブリが大震災の中で家族のために炎の中を飛び回り、人間の助け合う姿に

感動し自分達も人命救助に出かける。幼稚園から中学生まで楽しめる内容。 

 

◎防災落語に続いての講演「たっぷり笑ってしっかり共助」では、誰でもでき

るやけどや血止めの応急手当て、人形を使っての人口呼吸や心肺蘇生の仕方な

ど、楽しみながら学べます。また、被災地でのボランティア経験の講演もあり

ます。 

 



三遊亭 京楽 活動履歴 

 

１９８２年 ４月 京都学園大学経済学部 入学 水墨画、上方落語を学ぶ 

（昭和５７年） 

１９８６年 ３月 京都学園大学 卒業 

（昭和６１年）  築地場内魚河岸エビ家に就職 

１９９８年 ９月 三遊亭円楽に入門 

（昭和６３年） 

１９９０年 １月 二つ目に昇進 

（平成２年） 

１９９１年 ３月 「笑点」レギュラーアシスタント 

（平成３年） 

１９９２年１０月 真打ちにスピード昇進 

（平成４年） 

１９９３年    有楽町マリオン、東京會舘 他 にて披露公演 

（平成５年） 

１９９５年    第１回「三遊亭京楽チャリティー寄席」実施 

（平成７年） 

１９９６年    赤十字より阪神大震災義援金に対して感謝状授与 

（平成８年） 

１９９８年    ニューヨークで第１回独演会、ニューヨーク日系人会より感謝状 

（平成１０年）  「笑いと話し方日本文化教室」を開講 

         「笑点」レギュラーアシスタント卒業 

１９９９年 ２月 アメリカ国内３カ所（デトロイト、ペンシルバニア、ニュージャージ 

（平成１１年）  ー）にて英語字幕による独演会を行う 

      ８月 台湾、香港にて公演 

      ９月 東京消防庁より防災落語に感謝状 

２０００年 ３月 アメリカ東海岸５都市、１７カ所にて、千人以上のアメリカ人に 

（平成１２年）  人情話「芝浜」を披露 

         ボストン日系人協会より感謝状 

         「ギャラリー懐風」にて第１回水墨画展 

      ８月 北海道有珠山噴火被災地、３カ所で落語会 

         赤十字より 福祉落語に感謝状 

         消防庁より銀楯授与 

         神奈川ろうあセンターにて日本語字幕落語会を行う 

◎以降、毎年都内消防署より防災落語に感謝状多数 

２００１年 １月 川崎、横浜、神奈川難聴者協会にて日本語字幕落語会を行う 

（平成１３年）  ＴＢＳラジオで防災落語「天使の産声」放送 



      ３月 ＮＨＫ夕方のニュースで字幕落語が取り上げられる 

         東村山消防署にて１日署長 

         芝消防署より人命救助に感謝状と銀の楯授与 

２００２年 １月 神奈川新聞に川崎防災対策室での防災落語と「人命救助」掲載 

（平成１４年）  神奈川新聞に本牧ロータリーの「国際親善、字幕落語会」掲載 

◎川崎高校で生徒達に福祉落語「桜の車椅子」を行う、以降、多数全国

小中高大学校にて新作落語を披露 

      ３月 タイ国より小学校建設チャリティー落語会に感謝状 

      ４月 アメリカ３都市（ＮＹ、ＮＪ、ボストン）にて英字幕落語会、ハーバ

ード大学は公開授業 

     １０月☆日本赤十字社、高円宮妃殿下より「金色有功章」を壇上で授与 

２００３年 ５月 ロサンゼルス各地、他東海岸３都市で英字幕落語会「子別れ」他上演 

（平成１５年）  ロス老人ホーム、日系人会より感謝状 

         ボストン「コメディーシアター」に出演 

      ９月 都内各中学校、各区役所にて「シマミミズラッパーの恋」上演 

２００４年 ２月 毎日新聞に人権福祉落語で掲載 

      ３月 朝日新聞夕刊に大きく人権福祉落語で掲載 

      ４月 ＮＹ、ＮＪ、ボストン（ハーバード大学、マサチューセッツ大ほか） 

         にて防災落語を上演 

         ニュージャージー地元紙に、２ページに渡り取り上げられる 

      ９月 福岡の地球温暖防止活動推進センターで「鳥のグリーン」ＴＶ放映 

     １２月 中越地震、新潟各地避難所（４カ所）にて落語会開催 

２００５年 ３月 本格古典人情話を聞く団体「日本橋久松町倶楽部」発足 

         以降毎年全国各地でテーマをもち年４回以上開催 

      ５月 ギャンブル中毒の方々を助ける会「横浜ワンデーサポート」で名作 

         「文七元結」を上演 

         厚木のアメリカ軍基地内にて英字幕で「芝浜」ほか上演 

     １０月 荒川区役所にて「ヒマラヤの北斗七星」上演、ＴＶ放映 

         国際福祉大学で日本語字幕で「車椅子おばあちゃんのパソコン」上演 

２００６年 ４月◎日本初、都内高校「都立浅草高校」にて授業として毎週２時間落語を 

         生徒達に指導、が始る 

      ５月 ＮＹ、ＮＪにて人権福祉落語「車椅子おばあちゃんのパソコン」上演 

      ９月 アースガーディアンに特集 

     １０月 アメリカ雑誌に掲載 

         雑誌ビサンで巻頭カラー大特集 

     １２月 神奈川聴覚障害者センターで字幕の「ヒマラヤの北斗七星」上演 

         ビックサイトほか都内小中学校各校で「大江戸エコツアー」上演 

         ラジオＪwave にて「大江戸エコツアー」放送 
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